
——中日本高速道路株式会社

地域社会との協働につ
いて語る環境チームサブ
リーダーの大岩春仁さん

　

帯
状
に
長
く
伸
び
る
高
速
道
路

は
、
周
辺
の
環
境
や
景
観
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本（
旧
日
本
道
路
公
団
）

は
、
名
神
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ

た
昭
和
30
年
代
か
ら
、
道
路
建
設

に
伴
っ
て
で
き
る
の
り
面
の
緑
化

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

名
神
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
た

直
後
は
、
の
り
面
の
土
が
剥
き
出

し
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
種
子
を
散
布
し
、
緑
化
工

事
を
行
い
、
更
に
周
辺
の
樹
木
か

ら
種
が
飛
ん
で
き
て
今
で
は
、
緑

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
緑
化
を
始
め
た
当
初

は
、
市
場
で
調
達
で
き
る
苗
の
品

種
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
植
栽

し
た
苗
が
高
速
道
路
周
辺
の
気

候
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
自
社
の
石
部
植
栽

場（
現
：
グ
ル
ー
プ
会
社
の
緑
化
技

術
セ
ン
タ
ー
）で
、
植
栽
向
け
の
植

物
の
研
究
・
開
発
を
独
自
に
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
高

速
道
路
の
周
辺
地
域
に
自
生
す

る
樹
木
の
種
子
か
ら
育
て
た「
地

域
性
苗
木
」で
す
。
平
成
８
年
か

ら
出
荷
を
開
始
し
、
平
成
21
年
度

末
ま
で
に
、
全
国
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

高
速
道
路
会
社
に
約
２
０
０
種
、

75
万
本
を
出
荷
し
ま
し
た
。
地
域

性
苗
木
を
使
っ
て
の
り
面
の
樹
林

化
を
行
な
う
こ
と
で
、
地
域
の
生

態
系
・
種
・
遺
伝
子
の
保
全
に
も

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

際
に
、
高
速
道
路
を
上
空
か
ら

見
る
と
、
側
面
に
は
緑
が
帯
状

に
つ
な
が
る「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」

　

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社（
以
下
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）は
、

昨
年
６
月
に「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」の
主
旨
に
賛
同
し
、

メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
同
社
が
管
理
す
る
高
速
道
路
の

の
り
面（
道
路
側
の
斜
面
）の
う
ち
１
２
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
樹
林
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

樹
林
化
に
あ
た
っ
て
は
、
高
速
道
路
周
辺
で
採
取
し
た
種
か
ら
育

て
た「
地
域
性
苗
木
」を
使
っ
た
植
栽
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
環
境
に

溶
け
込
む「
エ
コ
ロ
ー
ド
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
つ
い
て
環
境
・
技
術

部
環
境
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
大
岩
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

 のり面の樹林化
地域性苗木を使って、圏央道八王
子JCT付近に植栽し、9年経過し
て周辺の緑に溶け込んでいます。

郷土種の苗を使い、のり面を樹林化
地域にとけ込む「エコロード」をめざす

〈
工
事
後
〉

〈工事中〉

 地域性苗木
ユニット苗

（シロダモ）
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今日からやろう！森のための

4つのアクション

と
な
っ
て
お
り
、
樹
林
の
復
元
に

伴
っ
て
、
鳥
や
昆
虫
な
ど
の
生
物

が
周
辺
地
域
か
ら
移
動
し
、
定
着

す
る
所
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
で
き
た
樹
林
を
良
好

な
状
態
で
維
持
・
管
理
す
る
た
め

に
は
、
樹
木
の
剪
定
や
草
刈
り
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

際
に
発
生
す
る
刈
草
や
剪
定
枝

葉
、
ま
た
道
路
建
設
の
た
め
に
伐

採
し
た
樹
木
の
根
株
な
ど
か
ら
堆

肥
を
作
り
、
植
栽
の
基
盤
材
と
し

て
使
用
し
た
り
、
チ
ッ
プ
化
し
て

マ
ル
チ
ン
グ
に
役
立
て
る「
緑
の

リ
サ
イ
ク
ル
」を
、
自
社
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
行
な
い「
道
路

か
ら
出
た
も
の
は
道
路
に
還
す
」

と
い
う
循
環
系
を
作
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

速
道
路
事
業
で
発
生
す
る
木
材
は
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
置
く
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
、
立
入
防
止
柵

な
ど
の
材
料
に
有
効
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

高
速
道
路
の
緑
は
、
同
時
に

地
域
の
緑
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
域
社
会
と
の
協
働
に
よ
っ

て
緑
化
を
進
め
る
た
め
に
、
平
成

19
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
の
が

「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
緑
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
す
。
地
域
の
自
治
会
や
企

業
、
学
校
と
連
携
し
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
の
り
面
に
樹
木
や
草

花
を
植
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
や

高
速
道
路
の
美
化
を
行
な
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
末
ま
で
に
合
計
18
カ

所
で
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
も

と
も
と
、
地
域
性
苗
木
の
種
子
の

採
取
で
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て

い
ま
し
た
が
、
市
民
、
行
政
、
企

業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
こ
と
を
提
供
し
合
い
、
緑
を
保

全
す
る
と
い
う
協
働
の
ス
タ
イ
ル

が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

の
あ
る
愛
知
県
名
古
屋
市
で「
生

物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」が
開
催
さ
れ

ま
す
。
名
古
屋
市
で
は
昨
年
秋
か

ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

も
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
協
力
・
参
加
し
て
、
生
物
多

様
性
の
保
全
に
関
わ
る
取
組
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
す
ま
す

地
域
と
協
働
し
た
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
景
観
に
マ
ッ

チ
し
た
樹
林
化
や
今
あ
る
樹
林
の

間
伐
等
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 高速道路事業で発生する木材の有効活用
木材を使ったチェーンソーアート作品を東海
地域の休憩施設に展示し、ＣＯＰ10の広報活
動をしています。

 緑のリサイクル
伐採した樹木の根株や、樹林の手入れで発生する枝葉などか
ら堆肥を作り、のり面緑化の基盤材としても活用しています

（新東名高速道路）

 ハイウェイ
　緑の里プロジェクト
地域の自治会や企業、
学校と連携し、高速道
路で、植栽を行なって
います。

フォレスト・サポーターズ

４つのアクション
活動紹介

立入防止柵に木材を有効活用
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